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て、新たに加えた知見が少ないことは、本論文の物足りなさにつながっている。 
 第2に、零細小売業に関する資料は極端に少なく、かつ断片的であるため、やむを
得ない面はあるが、本論文はそれらをつなぎ合わせて推計・推測している箇所が多
く、説得力や実証の弱さを部分的に抱えている。 
第3に、都道府県別の地域的な違い、業種別の特徴、スーパーマーケットなど他の
業態との競合関係、1980年代以降のコンビニエンス・ストアへの継承性、労働市場
における他の雇用機会や隣接産業（飲食店などのサービス業）との関連、戦前から
のつながりなど、まだ十分に検討できていない課題も多い。 
 しかしながら、これらの諸点は、著者自身あるいは学界全体が今後解明していく
ことが期待されるものであり、本論文の学術的価値や貢献を損なうものではない。 
以上のことから、本論文は博士（経済学）の論文として価値あるものと認められ
る。なお、平成27年2月2日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
